
ご意見の経年変化 

■ レポートのわかりやすさ 

0 10 20 30 40 50

わかりやすい 47

32

19

1

1

ややわかり 
やすい 

普通 

ややわかり 
にくい 

わかりにくい 

（人） 

■ 写真・図表の量 

0 20 40 60 80

多い 

やや多い 

ちょうどよい 

やや少ない 

少ない 

6

11

71

12

0

（人） 

■ 説明文の量 

0 20 40 60 80

多い 

やや多い 

ちょうどよい 

やや少ない 

少ない 

2

19

71

6

0

（人） 

■ 取り組みへの評価 

0 10 20 30 40 50

十分評価できる 

評価できる 

普通 

あまり評価 
できない 

評価できない 

34

44

21

1

2

（人） （人） 
0 10 20 30 40 50

営業状況と経営目標 

環境会計制度とその活用 

全社環境マネジメントシステムの構築 

2000年度下期考査（環境監査） 
指導事項と改善内容 

海外事業展開の状況 

世界銀行炭素基金（PCF）への参加 

グリーン調達への取り組み 
九電グループにおける 

環境活動への取り組み状況 

原子力発電所の定格熱出力一定運転 

核燃料のリサイクル（プルサーマル計画） 

玄海原子力発電所の主要機器更新工事 

新エネルギー（風力・太陽光）電源の特徴 

電源ベストミックスの考え方と計画 

地域と一体となった取り組み 
（エネルギー・環境教育への支援など） 

カーシェアリング事業の展開 

私たちにできる環境活動（環境家計簿） 

事業所毎の環境負荷の状況 
環境アセスメント 

（環境影響評価）の実施状況 

グリーン電力制度 

環境に関する研究・開発 

13

26

21

3

5

11

32

29

13

20

11

37

10

28

19

27

11

17

24

36

（人） 
0 10 20 30 40 50

推進体制の強化 

環境会計制度の充実 

原子力発電の推進 

発電設備の効率向上 

風力・太陽光発電の自社設置 
風力・太陽光発電の設備を設置された 

お客さまからの電力購入 
グリーン電力制度による普及促進 

蓄熱システム,電気温水器等の普及 

オフィス電力量の削減,低公害車の導入 

SF6ガスの排出抑制 

京都メカニズム活用への取り組み 

産業廃棄物削減・リサイクルへの取り組み 

一般廃棄物削減・リサイクルへの取り組み 

環境アセスメント 

大気汚染,水質汚濁,騒音の防止 

リサイクル事業化への取り組み 

グリーン調達の促進 

オゾン層の保護 

放射性廃棄物,化学物質の管理 

周辺環境との調和（景観配慮） 
見学会,講演会の実施 

地域における自然環境の創造「九州ふる 
さとの森づくり」による100万本植林等 

グリーンヘルパーの育成支援 

国際協力 

社員の意識高揚 

18

20

14

32
44

23
35

18

18
5

17

31
17

8
24

27
9

15
26

11

17

29

5

9

12

■ レポートのわかりやすさ 

■ 環境保全への取り組み状況 

2000

2001

2002

70.2%

62.5%

79.0%

2000

2001

2002

70.9%

83.3%

76.5%

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

（「わかりやすい」,「ややわかりやすい」の回答割合） 

（「十分評価できる」,「評価できる」の回答割合） 

■前回レポートのアンケート結果 1

2002年9月に発行した「2002 九州電力環境アクションレポート」のアンケートを通じて,自治体,環境NGO,

教育関係者,一般の方々から九州電力の環境活動の在り方について,貴重なご意見を頂きました。

2003年6月25日現在で,103件の回答を頂きました。別途ダイジェスト版に対しても,85件の回答を頂きまし

た。ご協力ありがとうございました。

●レポートの編集,体裁 
　・色合いが単調すぎる。 
　・もう少し絵等を入れた方が参考になるのでは
ないか。 

　・固いイメージがある。 
　・用語の解説が丁寧で役に立った。 
●レポートの記載内容 
　・環境会計データを,事業所毎に表記できない
か,また,環境活動効果の表現がわかりにくい。 

　・電磁波の人体への影響に関して知りたい。 
　・環境事故について書いてほしい。 
　・環境に関する研究,開発が役にたった。 
　・該当年度の目標値がないので,活動状況が
評価できない。 

●環境活動 
　・植林による温暖化防止,緑のダム,カーシェ
アリングも,もっと普及すべきだ。 

　・新エネルギーをもっと推進してもらいたい。 
　・プルサーマル計画については,大いに関心がある。 
　・環境家計簿が,多くの人たちにより活用され
るようになると,素晴らしいと思う。 

　・宮崎の綾の森に送電線を通す計画があるそ
うだが,もっと専門家の意見も取り入れたらど
うか。 

Ｑ1 Ｑ5Ｑ3

Ｑ4

質問：環境アクションレポート（2002年度版）
の内容について,どう感じられましたか？（一つ選択） 

Ｑ2
質問：九州電力の環境保全への取り組みにつ
いて,どう評価されますか。 

質問：記載内容の内,役に立った情報がありま
したら選んでください（複数回答可） 

質問：今後特に力を入れて取り組んでいくべき
と思われる活動を5つ選んでください。 

質問：九州電力の環境保全への取り組み,また
は環境アクションレポートの内容についてご意見,
ご要望がありましたらご記入ください。 

寄せられた代表的なご意見,ご要望 
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